
開場　（11：00）　活動見本市を順次会場に展示していきます。自由に交流を。

開会挨拶・経過説明（１２：３０〜）辻　淳夫

１．講演　　（質疑はしません、次の活動見本市の時間に個別に質問してください）

①　アサザ・プロジェクトの市民型自然再生・地域再生
http://www.kasumigaura.net/asaza/　飯島　博（霞ヶ浦アサザプロジェクト代表）

② 学びのシステム地域創造のサーキットモデル
http://www.geocities.jp/yumebouken2000/index.htm　敷田麻実（金沢工業大学）

２．活動見本市　（１５：００〜16：00）
山・川・里・海を越え、産・官・学・民を越えた活動にふれてください、パネル、チラシや
報告書が集まりました。日程的に参加ができないグループからもチラシが来ています。

雑木林研究会、環伊勢湾原体験、なごやの森づくりパートナーシップ連絡会、
豊田市自然観察の森、海部農業と暮らしを守る会、水辺づくりの会、鈴鹿川のうお座、
自然共生研究センター、環境教育ミーティング中部2004ｉｎのりくら、
消費者行動ネットワーク、はっぴーねっと、コスモス・エコ研究所、
(社)環境創造研究センター、愛知県地球温暖化防止活動推進センター、
日本環境共生学会学術大会、フッチーホタル会、
健康と環境を守れ！愛知の住民いっせい行動、都市と農山村交流スローライフセンター、
矢森協、足助きこり塾、オイスカ中部、愛農ワーキング四季桜、ボランティアチームジャパン、
杣の杜学舎、穂の国森づくりの会、矢作川水系森林ボランティア協議会、足助きこり塾、
都市と農山村交流スローライフセンター、ログウェル日本、とよたオイスカ森林塾、
みえのうみ、アサリ調査、さかなの目たんけん隊、うみを愛する市民の集い、
宮川流域ルネッサンス事業、大杉谷自然学校、志摩半島野生動物研究会、
アジアの浅瀬と干潟を守る会、六畳潟を守る会、名邦テクノ、うみがめいるかまもり隊、 
藤前干潟を守る会、矢田・庄内川をきれいにする会、表浜ネットワーク、
ビオトープを考える会、日本ビオトープ管理士会、川づくり会議みえ、
環境カウンセラーズみえ、勢田川を知り隊、（財）三重県環境保全事業団、
ＮＰＯ地球の未来、森林自由クラブ、地球クラブ、リリオの会、エコストック、
天白川サミット２００４、長良川環境レンジャー協会、名古屋市水辺研究会
（順不同・１7日までに連絡があった分です）

３．ディスカッション　（16：00〜17：00）
　受付時にポストイットを５枚お渡ししますので記入してください。（裏面に書き方見本）
活動見本市の展示、講演、会場で出会った人との会話をヒントにして簡潔に書いてください。
５枚のうち「みんなで共有したいプロジェクト」「みんなで大切にしたいこと」を書いた、
「イチオシの一枚」を、「ディスカッション用」のＢ紙に張ってください。
残りの４枚は「その他自由意見用」のＢ紙に張ってください。（１６時までに）
　
　フロアディスカッションで、特徴的な意見などに司会から指名しますので、簡潔にコメント
してください。多士済々の方々にお集まりいただいています。
お話を伺いたいのはやまやまですが、今後に生かせるようなプロジェクトや大切にしたいこと
を浮かび上がらせたいので、ポイントの絞込みにご協力いただけるようお願いします。

ようこそ！山の人、川の人、里の人、海の人 

日時・９月２３日（祝日）１２：３０?１７：００ 
場所・名古屋港ポートビル４階講堂（地下鉄名古屋港駅下車すぐ）
主催・伊勢・三河湾フォーラム（仮称）、㈶国際エメックスセンター

ご参加、ありがとうございます
人は出会うべき時、出会うべき人に出会う？！

お互いに貴重な人生の時間です。
思い切り楽しみましょう、仲間を増やしましょう。

伊勢・三河湾再生！！　
～想いと知恵の交感広場～ 

展示する阿呆？に、見る阿呆？
同じ阿呆？なら、声をかけなきゃソン！ソン？



環伊勢湾エリアをネットワー
クする「人と自然と文化の（
箱物でない）博物館」のシス
テムを市民から提案していき
たい
　　　　　　　　　山川里海

左は、ポストイットの書き方見本です。
「自由な発想」で「簡潔」に書いてくだ
さい。
　強調したいところは色を変えるなど工
夫もＯＫ
下の呼びかけに対する意見もどうぞ（そ
の他として）
お名前も記入してネ。

閉会：（17：00）
１７：３０から近くで交流２次会（会費３０００円）を開宴、ふるって御参加を。

呼びかけのポイント

（市民が発起し市民のネットワークで集まる「つながりの環」）
一部の機関車が客車を引っ張るのではなく、みんなの想いと智慧を動力源にしましょう。
千里の道も一歩から、手と手を繋ぐように「つながりの環」を広げましょう。

（山・川・里・海の広がりと　産・官・学・民のフラットな関係）
山・川・里・海の産・官・学・民をバランスよくつなぐ関係づくりをしましょう。
　一本ずつでは細い糸でも、幾重にもつながりの糸が広がるにつれて、つながりの環として
次第に重なりネットになっていきます。
個人参加からはじめ、これから、みんなで活動方針・名称・会則などを固めていき、
より多くの市民グループ・団体・官公庁に参加を呼びかけていきましょう。

（対立を越えて、対話、そして協働）
　かつて「住民運動＝反対運動」という対立の構図がありました。問題が起こるたびに心の壁、
情報の壁（格差）がどんどん高く強くなっていきました。
馬鹿の壁？は「みんなの想いと知恵」で相互交通して、自然に壁をとかしましょう。
未来のみんなのために、より大きな目標が共有し、立場を認め合い、ゆるやかに繋がり、
しなやかに計画し、一緒に汗をかくこと、それが対話と協働。
市民が主体となって働きかけ、対立関係から抜け出すための協働のテーブルを築きましょう。

（情報の共有化と公開）
　ひとりひとりの地道な活動の積み重ね、その想いと知恵を共有化しましょう。
　「ゆるやかでフラットな集まり」は個々の地域に根ざした動き（プロジェクト）を縛りません。
情報の共有化は、むしろ各グループが独自性を再発見する機会。各グループのプロジェクトが
お互いを刺激して、いい意味での独自性の競い合いになるといいですね。

（みんなで共有できるプロジェクトをみんなで考えよう）
　全体で取り組むべきこととして、求心力があり、それほど自然再生などのテーマになじみの
ない「一般の人たち」にも訴えかけるプロジェクトはないでしょうか。
お手本となる地域ごとの流域連携が、あちこちで動き始めています。
たとえば、海・山・川の健康診断という「市民による一斉調査」のような、エリア全体を網羅し、
気づきのきっかけ、起爆剤になるようなプロジェクトをみんなでみつけましょう。
　
（魅力的な会の名称をみんなで考えよう）
　伊勢・三河湾エリアの流域全体の山・川・里・海の産・官・学・民を包括し、
シンボリックで、わかりやすくて、わくわくするネーミングを探しましょう。

（今日の交流会で出されたアイデア・意見のまとめ）
今日のまとめは、10月２２日（夜）に、名古屋市内で行う予定です。ご参加ください。
その後、毎月１回、企画調整の会議を行い、会の名称、会則、役員の検討を進めましょう。

（設立・大交流会をしましょう）
2005年１月２３日（日）を想定し、設立総会ができるように準備をすすめましょう
なお、今回の参加費は無料ですが、今後の活動のためにカンパをいただければ幸いです。

以上、呼びかけ人　一同　礼！　ありがとうございました！！！


